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は
じ
め
に 

北
海
道
檜
山
郡
江
差
町
東
方
の
丘
の

上
に
松
の
岱 た

い

公
園
が
あ
り
、
公
園
の
一
段

高
い
処
に
西
面
し
て
檜
山
護
国
神
社
（
旧

招
魂
社
）
が
あ
る
。 

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
新
政
府
軍
戦
没

者
と
日
清
・
日
露
戦
争
以
降
の
地
元
出
身

戦
没
者
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

新
政
府
軍
戦
没
者
に
つ
い
て
は
、
境
内

敷
地
に
、
松
前
、
津
軽
、
弘
前
、
水
戸
、

大
野
、
福
山
、
徳
山
、
長
州
、
久
留
米
藩

に
函
館
在
住
隊
を
加
え
、
藩
ご
と
に
木

柱
に
囲
ま
れ
た
計
九
二
柱
の
墓
標
が
あ

る
。 神

社
の
参
道
北
側
に
「
王
政
維
新
五

十
年
記
念
碑
」
と
勒 ろ

く

さ
れ
た
高
さ
三
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
碑
が
あ
る
。 

台
石
の
上
に
建
立
さ
れ
た
碑
は
花
崗

岩
の
自
然
石
で
造
ら
れ
、
高
さ
約
二
八

〇
セ
ン
チ
、
幅
一
二
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
約

三
六
セ
ン
チ
あ
る
。
碑
の
中
央
に
は
筆
太

に
「
王
政
維
新
五
十
年
碑
」、
そ
の
左
側
に

は
「
元
帥
伯
爵
東
郷
平
八
郎
謹
書
花
押
」

が
勒
し
て
あ
る
。
ま
た
碑
の
右
後
方
側
面

に
は
「
大
正
六
年
六
月
建
之
」
と
刻
さ
れ

て
い
る
。 

大
正
六
年
は
王
政
復
古
か
ら
五
十
年

目
で
あ
る
。
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
、
廃

藩
置
県
な
ど
一
連
の
変
革
を
、
当
時
は
御

一
新
あ
る
い
は
王
政
維
新
と
称
し
て
お
り
、

明
治
維
新
と
い
う
表
現
が
一
般
化
さ
れ
た

の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
昨
年

（
平
成
三
十
年
）、
明
治
（
王
政
）
維
新
百

五
十
年
を
迎
え
た
。 

 

歴
史
上
の
三
大
維
新 

歴
史
上
、
維
新
と
名
の
付
く
大
き
な
変

革
は
三
つ
あ
る
。 

最
初
は
大
化
の
改
新
。
飛
鳥
時
代
、
中

大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）
と
中
臣
鎌

明
治
（
王
政
）
維
新
百
五
十
年
に
想
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊 

藤 

和 

雄 
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足
（
後
の
藤
原
鎌
足
）
が
蘇
我
家
を
滅
ぼ

し
、
豪
族
中
心
の
政
治
か
ら
天
皇
中
心
の

政
治
に
取
り
戻
し
た
。
ま
た
「
大
化
」
は

日
本
最
初
の
元
号
で
あ
り
、
こ
の
改
革
に

よ
り
「
日
本
」
と
い
う
国
号
と
「
天
皇
」

と
い
う
称
号
の
使
用
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。 

次
が
建
武
の
中
興
。
鎌
倉
幕
府
が
滅
び

た
後
、
隠
岐
島
に
配
流
さ
れ
て
い
た
後
醍

醐
天
皇
を
名
和
長
年
、
楠
木
正
成
ら
が
京

都
に
お
迎
え
し
、
武
士
か
ら
天
皇
中
心
の

政
治
に
戻
し
た
。 

そ
し
て
明
治
維
新
。
何
れ
も
天
皇
、
朝

廷
へ
政
権
が
移
る
変
革
で
あ
る
。 

明
治
維
新
と
言
わ
れ
る
一
連
の
変
革

の
最
初
は
大
政
奉
還
で
あ
る
。 

慶
應
三
（
一
八
六
七
）
年
十
月
、
第
十

五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
政
権
返
上
を
朝
廷

（
天
皇
）
に
奏
上
し
た
。
奏
上
し
た
『
大

政
奉
還
の
上
表
』
に
は
、
次
の
趣
旨
の
内

容
が
認

し
た
た

め
ら
れ
て
い
る
。 

「…
…

現
在
は
外
交
が
日
々
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
、

朝
廷
を
含
め
て
日
本
の
力
が
ひ
と
つ
に
な

っ
て
纏 ま

と

ま
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
日
本
国

の
秩
序
は
保
た
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
旧
来

の
慣
習
を
改
め
、
陛
下
の
御
決
断
で
力
を

合
わ
せ
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
公
武
と
し
て

纏
ま
れ
ば
、
必
ず
世
界
の
列
強
各
国
と
並

び
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
将
軍
と

し
て
は
国
家
に
尽
く
す
こ
と
、
こ
れ
以
上

の
も
の
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す…

」 

極
め
て
真
っ
当
な
、
国
家
を
想
い
、
私

情
の
な
い
内
容
で
あ
る
。 

基
に
な
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
坂
本
龍
馬

が
起
草
し
た
「
船
中
八
策
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

八
策
に
は
、 

・
天
下
ノ
政
権
ヲ
朝
廷
ニ
奉
還
セ
シ
メ…

 

・
万
機
宜
シ
ク
公
議
ニ
決
ス
ベ
キ…

 
 

・
天
下
ノ
人
材
ヲ
顧
問
ニ
備
ヘ…

 
 

・
外
国
ノ
交
際
広
ク
公
議
ヲ
採
リ
、
新
ニ

至
当
ノ
規
約
ヲ
立
ツ
ベ
キ…

 
 

・
古
来
ノ
律
令
ヲ
折
哀
シ
、
新
ニ
無
窮
ノ

大
典
ヲ
選
定
ス
ベ
キ…

 
 

・
海
軍
宜
シ
ク
拡
張
ス
ベ
キ…

 

・
御
親
兵
ヲ
置
キ
帝
都
ヲ
守
衛
セ
シ
ム…

 

・
金
銀
物
価
宜
シ
ク
外
国
ト
平
均
ノ
法…

 

等
々
新
国
家
体
制
の
基
本
方
針
が
述
べ
ら 

れ
、
最
後
に 

「
一
大
英
断
ヲ
以
テ
天
下
ト
更
始
一
新

・

・

セ 

ン
」
と
維
新

・

・

の
表
現
と
同
じ
言
葉
で
結
ば 

れ
て
い
る
。 

策
定
過
程
に
諸
説
あ
る
が
、
龍
馬
は
、 

そ
の
行
動
態
様
か
ら
「
八
策
」
の
趣
旨
を

心
底
に
抱
い
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
で
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あ
ろ
う
。 

土
佐
藩
の
後
藤
象
二
郎
は
、
こ
の
龍
馬

起
草
と
さ
れ
る
「
船
中
八
策
」
の
趣
旨
に

賛
同
し
大
政
奉
還
を
藩
に
献
策
、
藩
政
を

掌
握
し
て
い
た
前
藩
主
山
内
容
堂
は
こ
れ

を
受
け
入
れ
、
大
政
奉
還
を
藩
論
と
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
。
後
藤
は
『
大
政
奉
還

建
白
書
』
と
し
て
山
内
容
堂
の
名
前
に
連

署
し
て
徳
川
慶
喜
公
に
提
出
、
大
政
奉
還

奏
上
へ
と
つ
な
が
っ
た
。 

「
尊
王
攘
夷
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
討
幕
を

目
指
し
て
い
た
薩
摩
・
長
州
を
中
心
と
す

る
急
進
派
は
、
慶
喜
公
に
「
大
政
奉
還
」

と
い
う
先
手
を
打
た
れ
、
討
幕
の
大
義
名

分
が
な
く
な
っ
た
。 

し
か
し
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
武
力
討
幕

を
目
指
し
、幕
臣
や
佐
幕
諸
藩
を
挑
発
し
、

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
端
を
発
し
た
戊
辰
戦

争
へ
と
突
入
す
る
。 

幕
府
軍
の
中
核
を
担
う
会
津
藩
は
、
禁

門
の
変
で
は
御
所
を
攻
撃
し
て
き
た
長
州

藩
を
撃
退
し
た
よ
う
に
、
天
皇
を
擁
護
す

る
「
尊
王
」
の
立
場
で
あ
り
、
官
軍
で
あ

五
箇
条
の
御
誓
文 

一 

廣 ひ
ろ

ク
會
議

か
い
ぎ

ヲ
興 お

こ

シ
萬
機

ば
ん
き

公
論

こ
う
ろ
ん

ニ
決 け

っ

ス
ベ
シ 

一 

上
下

し
ょ
う
か

心
こ
こ
ろ

ヲ
一 い

つ

ニ
シ
テ

盛
さ
か
ん

ニ
經
綸

け
い
り
ん

ヲ

行
お
こ
な

フ
ベ
シ 

一 

官 か
ん

武 ぶ

一
途

い
っ
と

庶
民

し
ょ
み
ん

ニ

至
い
た
る

ル
迄 ま

で

各
お
の
お
の

其 そ
の

志

こ
こ
ろ
ざ
し

ヲ
遂 と

ゲ
人
心

じ
ん
し
ん

ヲ
シ
テ
倦 う

ま

ザ

ラ
シ
メ
ン
事 こ

と

ヲ
要 よ

う

ス 
一 
舊

来

き
ゅ
う
ら
い

ノ
陋

習

ろ
う
し
ゅ
う

ヲ
破 や

ぶ

リ
天
地

て
ん
ち

ノ
公
道

こ
う
ど
う

ニ

基
も
と
づ

ク
ベ
シ 

一 

智
識

ち
し
き

ヲ
世
界

せ
か
い

ニ
求 も

と

メ

大
お
お
い

ニ
皇
基

こ
う
き

ヲ
振
起

し
ん
き

ス
ベ
シ 

我
國

わ
が
く
に

未
曾
有

み

ぞ

う

ノ
變 へ

ん

革 か
く

ヲ
爲 な

さ

ン
ト
シ 

朕
躬

ち
ん
み

ヲ
以 も

っ

テ

衆
し
ゅ
う

ニ

先
さ
き
ん

ジ
天
地

て
ん
ち

神
明

し
ん
め
い

ニ
誓 ち

か

ヒ

大
お
お
い

ニ
斯 こ

の

國 こ
く

是 ぜ

ヲ
定 さ

だ

メ
萬 ば

ん

民 み
ん

保
全

ほ
ぜ
ん

ノ
道 み

ち

ヲ
立 た

て

ン
ト
ス 

衆
し
ゅ
う

亦 ま
た

此 こ
の

旨
趣

し
し
ゅ

ニ

基
も
と
づ

キ

協
き
ょ
う

心 し
ん

努
力

ど
り
ょ
く

セ
ヨ 
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っ
た
と
も
い
え
る
。 

し
か
し
な
が
ら
薩
長
軍
は
、
偽
の
『
討

幕
の
密
勅
』
を
下
し
、
天
皇
家
の
御
紋
「
錦

旗
」
を
掲
げ
た
策
が
功
を
奏
し
、
諸
藩
が

薩
長
軍
に
靡 な

び

き
、
結
局
は
勝
者
と
な
っ
た
。

勝
て
ば
官
軍
で
あ
る
。 

 

五
箇
条
の
御
誓
文 

幕
末
、
西
欧
列
強
の
ア
ジ
ア
進
出
に
つ

い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
や
清
国
を
通
じ
て
日
本

に
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
阿
片

戦
争
に
お
け
る
大
国
清
国
の
敗
戦
は
我
が

国
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
ペ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
に
よ
り
、

列
強
の
脅
威
が
直
接
我
が
国
に
影
響
を
及

ぼ
す
事
態
に
直
面
し
、
西
欧
諸
国
の
優
勢

な
軍
事
力
に
つ
い
て
明
白
に
認
識
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。 

日
本
と
い
う
国
家
を
意
識
し
、
列
強
に

よ
る
侵
略
か
ら
護
る
に
は
、
先
ず
国
内
が

纏
ま
る
必
要
が
あ
っ
た
。
新
し
い
国
家
体

制
構
築
の
必
要
性
に
つ
い
て
痛
感
し
て
い

た
の
は
幕
府
も
薩
長
軍
も
同
じ
で
あ
る
。 

大
政
奉
還
か
ら
二
箇
月
後
の
十
二
月

「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
が
発
せ
ら
れ
、

薩
長
を
中
核
と
す
る
新
政
府
が
幕
藩
体
制

に
代
わ
り
成
立
し
た
。 

明
治
新
政
府
は
、
翌
慶
應
四
（
明
治
元
）

年
三
月
、
政
府
の
基
本
方
針
で
あ
る
『
五

箇
条
の
御
誓
文
』
を
、
明
治
天
皇
が
天
地

神
明
に
誓
約
す
る
形
式
で
布
告
し
た
。 

御
誓
文
の
趣
旨
は 

「
広
く
公
正
な
意
見
に
基
づ
き
政
治
を
行

い
、
地
位
の
上
下
を
問
わ
ず
積
極
的
に
国

を
治
め
、
全
て
の
国
民
が
志
を
達
成
で
き

る
よ
う
、
悪
い
習
慣
は
改
め
万
人
の
道
理

に
基
づ
き
、
知
識
を
世
界
に
求
め
大
い
に

皇
基
（
日
本
国
）
を
振
起
す
べ
し
」 

と
い
う
極
め
て
民
主
主
義
的
な
内
容
で
あ

る
。 

 

徳
川
慶
喜
が
奏
上
し
た
『
大
政
奉
還
の

上
表
』
の
趣
旨
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
何

ら
矛
盾
は
な
い
。幕
府
も
明
治
新
政
府
も
、

同
じ
新
国
家
像
を
描
い
て
い
た
と
す
れ
ば

「
戊
辰
戦
争
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。 

 

明
治
憲
法
の
制
定 

明
治
新
政
府
は
、
諸
改
革
、
富
国
強
兵

を
推
し
進
め
、
新
し
い
国
造
り
の
仕
上
げ

と
な
っ
た
の
は
憲
法
の
制
定
と
国
会
の
開

設
で
あ
る
。 

明
治
十
五
年
、
筆
頭
参
議
伊
藤
博
文
は

明
治
天
皇
の
勅
命
を
受
け
て
憲
法
に
つ
い

て
調
査
す
る
た
め
欧
州
に
旅
立
っ
た
。 

伊
藤
が
求
め
て
い
た
も
の
は
、
国
家
の

全
体
像
と
憲
法
施
行
後
の
国
家
運
営
の
指

針
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
シ
ュ
タ

イ
ン
教
授
か
ら
講
義
を
受
け
た
と
き
「
憲

法
は
そ
の
国
の
歴
史
に
基
づ
く
べ
き
だ
、

憲
法
は
法
文
で
は
な
く
そ
の
国
の
精
神
で
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あ
る
」と
の
教
え
に
大
き
な
示
唆
を
得
る
。

伊
藤
は
、
そ
の
条
文
よ
り
も
「
国
の
歴
史

や
あ
り
方
」
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
シ
ュ

タ
イ
ン
の
「
国
家
学
」
を
憲
法
制
定
の
中

に
生
か
そ
う
と
決
心
す
る
。 

フ
ラ
ン
ス
な
ど
欧
州
で
法
学
を
学
ん

だ
法
制
官
僚
井
上
毅

こ
わ
し

は
、
岩
倉
具
視
と

伊
藤
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
、
憲
法
草
案
の

構
想
を
練
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
突
き
当

た
っ
た
の
が
「
こ
の
国
の
歴
史
に
脈
々
と

流
れ
て
い
る
は
ず
の
国
の
あ
り
方
、
国
体

と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。 

そ
れ
を
解
く
た
め
に
井
上
は
『
古
事

記
』
を
中
心
に
、
古
典
、
国
学
を
学
ぶ
こ

と
と
し
た
。
井
上
は
国
学
者
に
学
び
な
が

ら
、古
典
の
解
読
を
進
め
る
。そ
の
結
果
、

重
要
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
が
『
古
事
記
』

の
中
で
、
天
照
大
神
や
歴
代
天
皇
が
国
を

「
治
め
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
「
し
ら
す
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。 

一
般
に
領
有
、
支
配
行
為
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
「
う
し
は
く
」
と
明
ら
か
に
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
に
関
す
る
記

述
に
「
う
し
は
く
」
の
用
例
は
な
い
。
国

内
最
古
の
書
物
『
古
事
記
』
が
編
纂
さ
れ

た
八
世
紀
に
は
、
既
に
天
皇
と
為
政
者
の

統
治
の
違
い
が
明
確
に
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
代
天
皇
は
、
西
洋
流

に
力
を
背
景
に
国
を
領
有
支
配
し
た
の
で

は
な
く
、「
し
ら
す
」、
す
な
わ
ち
国
民
を

尊
重
し
、
そ
の
幸
せ
を
祈
り
な
が
ら
お
治

め
に
な
っ
た
。 

井
上
は
、
こ
れ
が
日
本
の
国
体
で
あ
る

と
の
結
論
に
行
き
当
た
っ
た
の
だ
。 

井
上
は
、
明
治
二
十
年
に
憲
法
草
案
を

書
き
上
げ
た
。
初
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な

っ
て
い
た
伊
藤
は
こ
の
草
案
を
元
に
、
夏

島
（
横
須
賀
市
）
に
あ
る
自
分
の
別
荘
に

お
い
て
、
井
上
に
加
え
て
、
首
相
秘
書
官

で
あ
る
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅
太
郎
ら
と

審
議
を
重
ね
、
成
案
を
ま
と
め
た
。 

枢
密
院
で
の
審
議
を
経
て
、
大
日
本
帝

國
憲
法
（
明
治
憲
法
）
は
、
明
治
二
十
二

年
二
月
に
公
布
さ
れ
、
翌
年
十
一
月
施
行

さ
れ
た
。 

憲
法
は
、
第
一
条
「
大
日
本
帝
國
ハ
萬

世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
か
ら
は
じ

ま
り
全
七
十
六
条
か
ら
成
る
。 

天
皇
に
関
す
る
条
項
に
は
「
天
皇
が
し

ら
す
国
」と
い
う
思
想
が
貫
か
れ
て
い
た
。

第
一
条
も
、
当
初
井
上
の
案
は
「…

…

統

治
ス
」
で
は
な
く
「…

…

治
（
シ
ラ
）
ス

所
ナ
リ
」
と
な
っ
て
い
た
。
伊
藤
も
、「
統

治
ス
」
と
「
治
ス
」
は
同
義
語
と
解
説
し

て
い
る
。（
註
一
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

明
治
憲
法
と
統
帥
権 

明
治
憲
法
に
関
し
て
、
特
に
批
判
さ
れ

て
い
る
の
が
統
帥
権
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

憲
法
に
定
め
ら
れ
た
天
皇
の
大
権
の
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中
に
、
軍
の
統
帥
、
編
制
、
宣
戦
及
び
講

和
に
関
す
る
次
の
条
項
が
あ
る
。 

第
十
一
条 
天
皇
ハ
陸
海
軍
ヲ
統
帥
ス 

第
十
二
条 

天
皇
ハ
陸
海
軍
ノ
編
制
及
常

備
兵
額
ヲ
定
ム 

第
十
三
条 

天
皇
ハ
戦
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
シ

及
諸
般
ノ
条
約
ヲ
締
結
ス 

 

憲
法
の
制
定
以
降
、
我
が
国
が
戦
っ
た

日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大

戦
を
通
じ
て
、
こ
の
天
皇
の
統
帥
権
に
関

し
て
全
く
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

そ
れ
が
昭
和
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
軍
縮

条
約
の
締
結
、
批
准
に
際
し
て
、
に
わ
か

に
「
統
帥
権
干
犯
問
題
」
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
、
そ
の
後
の
国
政
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
。 

一
部
政
治
家
、
軍
部
が
、
条
約
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
内
閣
に
対
し
天
皇
の
大
権

を
犯
す
も
の
と
攻
撃
し
、世
間
を
煽
っ
た
。

こ
の
統
帥
権
の
恣
意
的
解
釈
を
真
っ
当
な

論
で
諌
め
る
気
骨
あ
る
政
治
家
も
い
な
か

っ
た
。（
註
二
） 

軍
部
の
独
走
を
招
い
た
と
批
判
さ
れ

る
「
統
帥
権
」
に
関
し
て
、
で
あ
る
が
、

第
十
一
条
の
本
来
の
趣
旨
は
も
っ
と
高
い

次
元
で
の
統
帥
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
規

定
で
あ
る
。 

元
々
兵
馬
（
軍
隊
）
は
天
皇
家
に
直
属

す
る
と
い
う
の
が
建
国
以
来
踏
襲
さ
れ
て

き
た
我
が
国
の
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
。 

奈
良
時
代
末
期
に
朝
廷
か
ら
大
伴
弟

麻
呂
が
初
め
て
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、

爾
来
、
鎌
倉
幕
府
、
室
町
幕
府
、
江
戸
幕

府
の
事
実
上
の
最
高
権
力
者
は
征
夷
大
将

軍
と
し
て
天
皇
か
ら
任
命
さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
実
権
は
と
も
か
く
形
式
的
に
は

軍
隊
は
天
皇
家
に
属
し
て
い
た
。 

 

戊
辰
戦
争
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
実
権

が
天
皇
家
と
将
軍
家
の
二
つ
に
分
か
れ
る

と
い
う
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
あ
る
べ
き

統
帥
の
姿
を
憲
法
に
規
定
し
た
に
す
ぎ
な

い
。 

ま
た
、
第
五
十
五
条
に
は
「
国
務
大
臣

ハ
天
皇
ヲ
輔
弼
シ
其
ノ
責
ニ
任
ス
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
務
と
し

て
の
統
帥
権
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
議
会

の
審
議
か
ら
干
渉
を
受
け
な
い
と
す
る
考

え
方
は
成
立
し
な
い
。
国
政
上
の
政
治
的

判
断
が
軍
事
上
の
判
断
に
優
先
す
る
、
い

わ
ゆ
る
文
民
統
制
の
枠
組
み
、
立
憲
民
主

主
義
の
枠
組
み
が
憲
法
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

昭
和
に
入
り
軍
部
の
一
部
が
統
帥
権

を
拡
大
解
釈
し
、
個
々
の
軍
事
政
策
、
作

戦
運
用
に
天
皇
の
名
を
騙 か

た

り
、
議
会
を
無

視
し
、
私
し
た
の
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ

る
。 

 

天
皇
家
の
役
割
と
皇
位
の
正
当
性 

歴
史
上
、
維
新
と
言
わ
れ
る
の
は
何
れ

も
天
皇
、
朝
廷
に
政
権
が
移
る
変
革
で
あ
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っ
た
。 

天
皇
に
政
権
が
移
る
と
い
っ
て
も
天

皇
自
ら
先
頭
に
立
っ
て

政
ま
つ
り
ご
と

を
仕
切
る

の
で
は
な
い
。
し
か
し
天
皇
は
国
の
存
立

に
か
か
わ
る
歴
史
的
事
項
に
関
し
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

争
い
の
初
め
の
段
階
で
は
天
皇
御
自
身
が

争
い
の
圏
外
に
立
ち
な
が
ら
、
最
終
的
に

は
収
拾
す
る
立
場
で
お
ら
れ
る
。
社
会
が

揺
れ
動
く
と
き
、
常
に
そ
の
基
軸
に
お
ら

れ
た
。
天
皇
と
天
皇
を
支
え
る
皇
室
の
存

在
が
民
族
・
国
家
に
と
っ
て
、国
民
精
神
、

民
族
統
一
、
社
会
的
構
成
に
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
象
徴
と
な
っ
て
き
た
の
は
歴
史
が
証

明
し
て
い
る
。 

一
例
と
し
て
、
先
の
終
戦
時
、
皇
室
と

皇
族
方
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
さ
れ

た
か
、
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

我
が
国
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
際

し
「
天
皇
の
国
家
統
治
の
大
権
を
変
更
し

な
い
」、
す
な
わ
ち
「
国
体
の
護
持
」
を
条

件
と
し
て
い
る
。よ
く
言
わ
れ
て
い
る「
無

条
件
降
伏
」
と
の
文
言
は
適
当
で
な
い
。

結
果
、連
合
軍
に
よ
る
統
治
の
方
針
は「
天

皇
及
び
日
本
政
府
を
通
じ
て
統
治
す
る
」

こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
点
、
敗
戦
後
、
連
合
軍
の
直
接
統

治
下
に
置
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
場
合
と
異
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
が

国
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
東
西
分
割
の
悲
哀

を
味
わ
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
自
国
民
に

よ
る
国
の
統
治
に
空
白
が
生
じ
た
場
合
の

混
乱
と
悲
劇
は
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
な
ど
を
み
て
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。 

八
月
十
七
日
、
内
閣
を
組
閣
し
て
終
戦

処
理
と
い
う
困
難
な
時
局
の
収
拾
に
当
た

ら
れ
た
の
は
東
久
邇
宮
で
あ
る
。
整
斉
た

る
終
戦
処
理
の
た
め
に
皇
族
方
の
果
た
し

た
役
割
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

天
皇
の
特
使
と
し
て
、
外
地
に
展
開
し

て
い
る
部
隊
に
終
戦
の
聖
旨
を
伝
達
さ
れ

た
の
は
三
人
の
皇
族
方
で
あ
る
。
朝
香
宮

は
支
那
派
遣
軍
に
、
竹
田
宮
は
関
東
軍
と

朝
鮮
軍
に
、
そ
し
て
閑
院
宮
は
南
方
総
軍

に
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
さ
れ
た
。
皇
族
で
な
け

れ
ば
軍
の
反
乱
・
混
乱
は
抑
え
き
れ
な
か

っ
た
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

戦
後
、
昭
和
天
皇
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

帥
を
訪
ね
「
こ
の
戦
争
の
全
て
の
責
任
は

私
に
あ
る
。
私
一
人
だ
け
を
処
刑
に
し
て

ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
命
乞
い
」

に
来
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
た
元
帥
は
、
国

民
を
護
ろ
う
と
す
る
天
皇
の
姿
に
感
動
し
、

こ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
占
領
政
策
に
好

影
響
を
与
え
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

る
。 戦

後
の
復
興
に
、
国
民
の
精
神
的
支
柱
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と
し
て
天
皇
家
の
果
た
さ
れ
た
役
割
に
改

め
て
想
い
を
巡
ら
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

そ
し
て
、
皇
室
の
正
当
性
に
つ
い
て
で

あ
る
。
そ
の
証

あ
か
し

と
な
っ
て
い
る
の
が
建

国
以
来
、
百
二
十
五
代
に
亘
っ
て
ひ
と
つ

の
例
外
も
な
く
男
系
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
皇
位
継
承
の
制
度
で
あ
る
。
女
系
天
皇

を
認
め
、
一
般
国
民
と
変
わ
ら
な
い
血
脈

関
係
の
天
皇
が
誕
生
す
る
な
ら
、
今
我
々

が
天
皇
・
皇
室
に
抱
い
て
い
る
感
情
は
失

せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。 

明
治
政
府
は
、
皇
室
典
範
を
制
定
す
る

際
、
女
系
天
皇
の
即
位
を
明
確
に
排
除
す

る
た
め
、
皇
位
継
承
は
「
男
系
男
子
に
よ

る
」
と
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
皇
位

継
承
の
正
統
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
天
皇

の
権
威
が
保
た
れ
る
と
と
も
に
、
我
々
に

天
皇
・
皇
室
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
抱
か

せ
て
い
る
。 

正
統
性
と
は
富
と
か
力
で
得
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
戊

辰
戦
争
は
、
当
初
、
薩
長
軍
と
会
津
藩
を

中
心
と
す
る
幕
府
軍
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

戦
い
の
帰
趨
を
決
定
し
た
の
は
、
薩
長
軍

の
掲
げ
た
天
皇
家
の
御
紋
「
錦
旗
」
で
あ

っ
た
。
爾
来
、
薩
長
軍
は
官
軍
と
な
り
、

幕
府
軍
は
朝
敵
と
さ
れ
た
。「
錦
旗
」
に
象

徴
さ
れ
た
の
は
、
正
統
性
に
基
づ
く
天
皇

の
権
威
で
あ
り
、
こ
れ
が
国
の
求
心
力
と

し
て
作
用
し
、
明
治
維
新
が
成
立
し
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
の
詔 

歴
史
認
識
問
題
で
日
本
を
非
難
し
て

い
る
国
が
あ
る
。
彼
ら
の
精
神
の
根
底
に

あ
る
の
は
日
本
を
羨
望
視
し
て
い
る
感
情

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
は
、
建
国
以

来
、
国
家
の
基
軸
と
し
て
、
万
世
一
系
の

天
皇
を
戴
い
て
国
家
固
有
の
伝
統
文
化
を

継
承
し
て
い
る
日
本
が
羨
ま
し
い
の
で
は

な
い
か
。彼
ら
の
こ
の
裏
返
し
の
感
情
が
、

日
本
を
貶

お
と
し

め
る
こ
と
で
一
時
的
優
越
感

に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。 

某
隣
国
は
、
三
千
年
以
上
の
文
明
を
有

す
る
と
い
っ
て
も
、
実
態
は
異
民
族
間
で

王
朝
（
政
権
）
交
替
を
繰
り
返
し
国
家
と

し
て
の
基
軸
と
い
え
る
も
の
は
な
い
。 

も
う
ひ
と
つ
の
隣
国
も
頻
繁
に
国
内

が
分
裂
し
、
時
に
は
大
国
に
隷
属
し
、
連

綿
と
し
た
独
立
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
欠

い
て
い
る
。
彼
ら
の
国
家
と
し
て
の
矜
恃

き
ょ
う
じ

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

一
方
我
が
国
の
対
応
に
も
問
題
が
あ

る
。そ
の
場
し
の
ぎ

・

・

・

の
対
応
を
繰
り
返
し
、

自
ら
深
み
に
嵌 は

ま

っ
て
い
る
。 
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こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
「
昭
和

二
十
一
年
年
頭
の
詔
」
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
、
官
報
に
よ

り
昭
和
天
皇
の
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
。
終

戦
か
ら
四
箇
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
。 

詔
書
の
件
名
は
公
的
に
は
『
新
日
本
建

設
に
関
す
る
詔
』
と
称
さ
れ
て
い
る
。
人

間
宣
言
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

マ
ス
コ
ミ
の
造
語
で
あ
り
、詔
書
に
は「
人

間
」
も
「
宣
言
」
の
言
葉
も
な
い
。
詔
書

の
本
来
の
趣
旨
は
冒
頭
に
あ
る
。 

「
茲
に
新
年
を
迎
ふ
。
顧
み
れ
ば
、
明
治

天
皇
、
明
治
の
初
め
、
国
是
と
し
て
五
箇

条
の
御
誓
文
を
下
し
た
ま
へ
り
」
と
述
べ

た
あ
と
五
箇
条
の
御
誓
文
を
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
冒
頭
の
御
誓
文
の
部
分
は
詔

書
の
原
案
に
は
な
か
っ
た
。
昭
和
天
皇
の

御
意
向
で
加
え
ら
れ
た
。 

後
に
天
皇
は
そ
の
理
由
を
「
実
は
詔
勅

の
一
番
の
目
的
は
、冒
頭
の
部
分
に
あ
る
。

明
治
天
皇
の
思
召
し
で
『
五
箇
条
の
御
誓

文
』
が
発
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
基
で
明
治
憲

法
が
で
き
た
。
民
主
主
義
と
い
う
も
の
は

決
し
て
輸
入
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
言

い
た
か
っ
た
」 

そ
し
て
続
け
て
「
日
本
の
誇
り
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
、
明
治
大
帝
の
立
派
な
お
考

え
を
示
し
た
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
お
ら

れ
る
。（
註
三
） 

今
我
々
は
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
あ
ら
た

め
て
「
昭
和
二
十
一
年
の
詔
」
に
想
い
を

馳
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
料
す
る
。 

 
お
わ
り
に 

開
国
か
ら
僅
か
三
十
数
年
で
、
ア
ジ
ア

の
小
国
が
大
国
ロ
シ
ア
と
の
戦
い
に
勝
利

し
た
。
国
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
死
力
を
尽
く
し
た
結
果
で
あ
る
。
世

界
が
こ
の
結
果
に
驚
嘆
し
た
。
今
ま
で
植

民
地
支
配
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
諸

国
は
も
と
よ
り
中
東
、
北
欧
な
ど
世
界
中

の
多
く
の
国
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
た
。 

明
治
の
こ
の
時
代
、
人
々
は
国
民
と
し

て
の
意
識
に
目
覚
め
、
国
家
の
た
め
に
忠

誠
を
尽
く
し
た
。
為
政
者
は
国
の
将
来
を

憂
い
、
列
強
に
追
い
つ
く
た
め
、
欧
米
に

学
ぶ
と
こ
ろ
は
学
び
、
近
代
国
家
建
設
の

た
め
国
民
を
導
い
た
。 

明
治
維
新
の
仕
上
げ
と
な
っ
た
の
は

憲
法
の
制
定
で
あ
る
が
、
実
に
よ
く
で
き

て
い
る
。
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
滲 に

じ

ん
で

お
り
品
格
が
あ
る
。 
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一
方
、
現
憲
法
は
と
い
う
と
翻
訳
調
の

文
言
で
、
前
文
に
は
「…

…

恒
久
の
平
和

を
念
願
し
、
我
が
国
は
平
和
を
愛
す
る
諸

国
民
の
公
正
と
信
義
を
信
頼
し
て
、
わ
れ

ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意

し
た
」
と
あ
る
。
自
国
の
安
全
を
他
国
に

委
ね
、
自
ら
国
を
護
ろ
う
と
す
る
意
志
は

感
じ
ら
れ
な
い
。 

 

憲
法
学
者
が
、
た
だ
単
に
憲
法
を
民
法
、

刑
法
な
ど
の
上
位
の
法
文
と
位
置
づ
け
、

条
項
文
言
の
逐
語
的
解
釈
に
努
め
て
い
る

様 さ
ま

に
違
和
感
を
覚
え
る
。
憲
法
に
は
本
来
、

井
上
毅
が
目
指
し
た
よ
う
に
「
国
の
歴
史

に
基
づ
く
国
の
か
た
ち
」
が
反
映
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。 

（
参
考
：
次
の
写
真
は
、
井
上
の
憲
法
草
案[

國

學
院
大
學
図
書
館
所
蔵]

、
第
一
条
「
日
本
帝

國
ハ
萬
世
一
系
ノ
天
皇
ノ
治
（
シ
ラ
）
ス
所
ナ

リ
」
と
な
っ
て
い
る
） 

某
歴
史
教
科
書
に
日
露
戦
争
に
関
し

て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。 

「
日
本
と
ロ
シ
ア
が
韓
国
、
清
国
を
戦
場

と
し
て
戦
い
、
国
民
は
増
税
と
徴
兵
に
苦

し
み
、
講
和
後
、
日
本
は
満
州
を
ア
ジ
ア

侵
略
の
拠
点
と
し
て
帝
国
主
義
へ
踏
み
出

し
た
」
と
あ
る
。 

ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
に
は
、
与
謝
野
晶

子
の
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
は

反
戦
詩
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
東

郷
元
帥
や
乃
木
大
将
の
功
績
に
関
す
る
記

述
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
隣
国
で
は

な
く
日
本
の
教
科
書
で
あ
る
。 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
ひ
た
む
き

に
生
き
た
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。
幕
末
の

武
士
た
ち
は
公
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
を

使
命
と
考
え
新
国
家
建
設
の
た
め
自
ら
の

特
権
を
放
棄
し
た
。 

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
人
々
が
生

き
た
時
代
は
、
国
民
が
国
家
と
一
体
感
を

持
ち
得
た
時
代
で
あ
っ
た
。
国
民
が
権
利

と
称
し
て
国
に
施
し
を
求
め
、
為
政
者
が

将
来
の
国
家
像
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
国

民
に
お
も
ね
り
、大
衆
に
迎
合
す
る
様
は
、

こ
の
時
代
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

明
治
大
帝
の
意
を
想
い
、
日
本
人
と
し

て
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
日
本
人

と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
明
治
（
王
政
）

維
新
二
百
年
を
目
指
し
、
新
た
な
五
十
年

へ
の
一
歩
を
新
元
号
の
下
で
歩
み
た
い
。 

（
了
） 

 
 

（
昭
和
三
十
一
年
三
月
記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
参
照
資
料
） 

註
一
：『
明
治
と
い
う
奇
跡
』
皿
木
喜
久 

展

転
社 

平
成
二
十
八
年
刊 

七
八
～
八
〇
頁 

註
二
：「
明
治
憲
法
に
お
け
る
統
帥
権
」
小
堀

桂
一
郎
『
明
治
天
皇
と
そ
の
時
代
（
正
論
十
二

月
増
刊
号
）』
産
経
新
聞
社 

平
成
十
四
年
刊 

註
三
：「
昭
和
天
皇
が
掲
げ
ら
れ
た
五
箇
条
の

御
誓
文
」
岡
田
邦
宏 

『
国
民
同
胞
（
第
六
七

七
号
）』
国
民
文
化
研
究
会 

平
成
三
十
年
刊 
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（
参
考
資
料
） 

『
天
皇
と
明
治
維
新
』
阪
本
健
一 

皇
學
館
大

學
出
版
部 
原
版 

昭
和
五
十
八
年
刊 

復
刻

版 

平
成
十
二
年
刊 

『
代
々
木
（
春
号
）』
明
治
神
宮
社
務
所 

平

成
三
十
年
刊 

・
講
演
録
「
日
本
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
神
道

の
話
」
竹
田
恒
泰
（
東
郷
会
発
会
五
十
周
年
記

念
講
演
、
於
東
郷
神
社 

平
成
二
十
八
年
五
月

二
十
八
日
） 

 


